
 平成２６年度滋賀県消防協会事業報告 

               （平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで）  

 

Ⅰ 公益目的事業 

１ 消防職・団員の消防防災技術の向上 

  (1) 滋賀県消防救助技術指導会の共催  

期 日  ６月２１日（土） 

場 所  滋賀県消防学校屋外訓練場 

結 果  基礎訓練(はしご登はん・ロープブリッジ渡過)、連携訓練(ロープ応用登は 

ん、ほふく救出、引揚救助、ロープブリッジ救出、障害突破)に個人１７名と 

３２組が出場、全国大会や東近畿地区指導会出場者を選考 

(2) 第４９回滋賀県消防操法訓練大会の開催 

担 当  第４区（彦根市、豊郷町、甲良町、多賀町） 

期 日  ８月 ３日（日） 

場 所  滋賀県消防学校屋外訓練場 

結 果 

種 別 出場数 優 勝 準優勝 ３位 ４位 ５位 ６位 

ポンプ車 １２ 甲賀市Ｂ 近江八幡市 甲賀市Ａ 東近江市 長浜市Ｂ 大津市 

小型ポンプ １７ 甲賀市 守山市 湖南市 日野市 彦根市 大津市 

参加者  約 ２，１００ 名（見学・応援者を含む） 

(3) 第２４回全国消防操法大会への参加 

   期 日  １１月 ８日（土） 

   場 所  東京臨海広域防災公園 

   本県出場隊 甲賀市消防団（小型ポンプの部） 

１０月２７日（月）に知事、県議会議長、本会協会長の激励を受け出場、 

団体：優良賞（１０位）、個人：優秀選手賞（指揮者 河尻俊一）に輝いた  

(4) 操法指導員研修会、操法審査員研修会への参加 

操法指導員研修会  ４月２４日（木）～２５日（金） 

操法審査員研修会  ７月 ９日（水） 

(5) 各支部夏期防火・防災訓練の実施 

期 日  ６月２２日（日）～ ９月１４日（日）の間 

場 所  各支部  １４ カ所 

  各消防(局)本部、各消防団の相互応援と地域住民の参加を得て実施した 

 

２ 消防団員活性化 

(1) 活性化対策事業への助成  初任団員研修等  

 支部主催の活性化対策事業への助成（６支部 １５８千円助成） 

(2) 初任団員研修冊子の配布 

   「守れ わがまち」１，０００部を団員採用見込み数に応じて配布 

(3) 基礎教育テキスト（消防団員標準テキスト）の作成 

   所要見込み分１，５００冊を印刷 

(4) 消防技術強化対策（若手消防団員精励表彰）  １月 

   金 ３０名、銀 ８９名、銅 ３３９名に授与 



(5) 淡海ファイヤーレディース交流会等の開催    

     期 日  ２月 １日（日） 

     場 所  ひこね燦ぱれす 

     参加者  女性消防団員８３名を始め消防団幹部等約１５５名が参加 

       各団代表女性消防団員からなる交流会企画運営委員会（４回）で検討、活動事例の 

発表やグループ別意見交換を実施し、女性消防団員等の知識や意識の向上を図った 

  

３ 消防功労者表彰等 

(1) 第５９回滋賀県消防大会の開催 

担 当  大津支部 

期 日  １０月 ４日（土） 

場 所  大津市民会館およびなぎさ公園一帯 

行 事  第１部 分列行進、式典・定例表彰(表彰旗、竿頭綬、功績章) 

     第２部 車両行進・観閲、防火パレード 

参加者  約１，０００名、パレード出場車両 ６９台、消防艇 １艇、防災ヘリ 

コプター １機 

 (2) 定例表彰 

区  分 消防庁長官 県知事 日消会長 協会会長 京都新聞社 

表彰旗    多賀町   米原市   高島市  愛荘町 

竿頭綬 

 

 大津市  日野町  草津市 

 多賀町 

 湖南市 

 豊郷町 

 大津市 

功労章    １    ４      ７ 

永年勤続功労章   ２５   ９０    

勤続功労章   １７０    

功績章     １２    ６８  

勤功章      １４４  

精績章     ２６   

勤続章 

 

  団 ４２ 

職 ２８ 

団 ５３５ 

職 １２０ 

 

女性消防隊      １     ２ 

女性消防職員      １   

優良自衛消防隊     ７    

 ４ 消防関係殉職者慰霊式典等 

(1) 滋賀県消防関係殉職者慰霊式典の挙行 

 担 当  甲賀広域行政組合消防本部 

 期 日  ５月２０日（火） 

 場 所  慰霊碑前（滋賀県消防学校内） 

  消防職員、消防団員、消防学校の協力の下、４６柱の殉職者慰霊式典を、遺族の参 

列を得て実施 

(2) 第３３回全国消防殉職者等慰霊祭への参列 

期 日  ９月１１日（木） 

場 所  東京･日本消防会館日消ホール 

 日本消防協会主催により挙行された慰霊祭に、本県から遺族代表者７名と関係者が 

出席  



５ 防火・防災啓発、思想普及啓発等事業 

(1) 機関誌「日本消防」等の購入と配布  

   ５０部購入、無償分１１５部と合わせて毎月配布  

(2) 防火・防災や団員確保等の啓発普及活動 随時 

(3) 関係機関への要望・陳情  

   滋賀県議会･滋賀県 １０月２９日（水） 

本協会の事務事業に対する協力及び県補助金の確保等について、当協会役員が 

要望・陳情 

   日本消防協会 

      協会長表彰枠の確保及び消防職団員の処遇改善等について、会長等が要望 

(4) 啓発用資材の作成、配布 

   ポケットティッシュ等の啓発資材を作成し、啓発事業を行う支部等に配布 

(5) 消防防災講演会の開催等  

    講演会「災害から身を守る天気予報の使い方」を甲賀広域支部と共催 

３月 ７日(土)湖南市甲西文化ホールにおいて約２６０名の参加者のもと実施 

(6) ポスター等配布 

   日本消防協会等が作成した「防炎品普及啓発ポスター」や「防火ポスター」を 

市町や消防団等に配布 

 

６ 消防研修事業 

(1) 消防団員指導員研修(Ｓ－ＫＹＴ研修)の実施 

   １１月２１日（金）、２２日（土）、２９日（土：Ｓ－ＫＹＴ研修）を消防学校 

  において実施  延べ参加人数  １３９名、修了者  １７名） 

(2) 消防団長等幹部現地研修の実施 

   ７月 ３日(木)～ ４日(金)大滝ダム・学べる防災ステーション及び青山高原ウイ 

ンドファーム  参加者 ５０名 

(3) 県消防学校最高幹部研修への参加 

   ２月 ６日(金)   消防学校にて 

(4) 滋賀県消防研究会の後援 

７月１７日(木) 消防学校にて １４作品（改良･開発の部 ７、論文の部 ７）の発表 

(5) 滋賀県消防職員意見発表会の後援 

２月  ５日(木)  消防学校にて １４名の発表 

(6) 日本消防協会主催研修への派遣 

①日本消防協会消防団幹部特別研修への参加 

１月１３日(火)～１６日(金) 守山市消防団長 川 嶋 幸 司 

②日本消防協会消防団幹部候補中央特別研修参加 

  男性団員の部 ２月 ４日(水)～ ６日(金) 第５区消防団 ３名 

  女性団員の部 ２月１８日(水)～２０日(金) 第２区消防団 ２名 

  

７ 消防関係団体との連携等 

(1) 日本消防協会の会議等への参加及び事業連携  

  ①日本消防協会理事会   ４回（５月、６月、９月、３月） 

②評議員会議    ２回(６月、３月) 

③ 同 地区実務担当者会議    １回(６月) 



 ④都道府県消防協会事務局長会議  １回(３月) 

(2) 消防車両等の交付申請 

    日本消防協会福祉共済事業消防車両受納 

  彦根市消防団 防災活動車(ワンボックス型)、草津市消防団 防災広報車（ミニバン型） 

(3) 消防団を中核とした地域防災力充実強化大会への参加 

  ８月２９日（金） 東京国際フォーラム ホールＢ ７階   ５名参加 

  (4) 女性消防団国際会議への参加 

  ９月２９日（月） 都市センターホテル ３階 コスモホール ３名参加 

(5) 近畿地区協議会の会議等の開催及び参加並びに事業連携 

      ①近畿地区消防協議会 ２回(４月、１０月) 

② 同 事務局長会議 １回(２月) 

(6) 消防長会・消防学校等との連携 

   ①滋賀県消防長会総会            ２回（４月、１０月） 

   ②滋賀県消防学校入校式、実科査閲・修了式 各１回（４月、９月） 

(7) 消防協会支部との連携 

     支部事務局長会議          ３回（６月、１２月、３月） 

(8) 滋賀県総合防災訓練への参加   

９月２１日(日)皇子山総合運動公園等で実施された総合防災訓練に参加、役員に 

よる出場団への激励を実施 

事前説明会等への参加(５月７日、８月４日、１０月３１日)  

 

Ⅱ その他事業 

１ 消防互助事業 

(1) 消防団員・職員に対する慶弔、見舞金の贈呈 

①弔慰金（香儀・供花)  

団員        １１件  ２３８,５８０円 

       ②公務災害見舞金 

 団員      ２２件  ４７０,０００円 

   職員       ９件  ２４０,０００円 

(2) 退職消防職・団員の表彰等(永年勤続者に感謝状と記念品贈呈)  １、３月 

     団員    ６３４名 

      職員     ４０名 

 

２ 日本消防協会が実施する消防団員等福祉共済事業等 

(1) 消防団員等福祉共済事業 

    遺族援護金    ７件  ６,５００,０００円 

    障害見舞金    １件    １８０,０００円 

    入院見舞金     ２１件  １,２６９,０００円 

(2) 健康増進事業 

  日本消防協会の助成を受け、消防職団員の健康管理や体力練成のため、健康器 

具や体力練成器具の購入、配布 

日本消防協会の健康管理対策事業の体脂肪計の配布 

(3) 年金共済事業 

   消防職・団員のための消防個人年金の加入促進、啓発等 



(4) 婦人消防隊員等福祉共済事業 

     婦人消防隊員等の福祉共済制度への加入促進、啓発等 

  (5) 全日本消防人共済会火災共済事業 

     火災共済の加入促進、啓発等 

加入団 １２、加入本部 １、加入人員 １，３７５名 

 

３ 第２０回全国女性消防団員活性化ちば大会への参加等 

    １１月１４日(金)～１５日(土)  千葉県浦安市  参加者 ８１名 

 

Ⅲ 法人会計事業 

協会事業を適正かつ円滑に推進するため、各種会を開催する 

(１) 理事会        ４回（４／１８、５／２、１／１４(書面)、３／２） 

(２) 評議員会       ２回（５／２、１／２５(書面)) 

(３) 総会・支部長会議   １回（５／２) 

(４) 正副会長・監事会議 １０回（４／１８､ ５／２､ ５／９､ ５／２０､ ８／３ 

９／２１､ １０／４､ １０／２９､ ２／６、３／２） 

 

 


